
 

  

 

 

報道関係者各位 

 

 

「文翔館周辺エリアウォーカブル基本構想」策定に向けた社会実験の実施 

～道路空間を利用した自転車道の設置と滞在空間化～ 

 

 文翔館周辺をウォーカブルな空間にしていくため、山形県と山形市が合同で社

会実験を実施します。社会実験を通して道路空間の活用について検討します。 

 

記 

 

１ 日  時  令和６年 10月 ６日（日） 午前 10時 30分から 

令和６年 10月 13日（日） 午後 ８時まで 

 

２ 場  所  山形市役所前大通り 

 

３ 実験内容  ・文翔館からシネマ通りの交差点までの区間の東側に自転車レ

ーンを設置します。 
        ・JA ビル前にはイスやベンチを設置し、滞在できる空間をつく

ります。 
４ 規制内容  ・南進車線を閉鎖します。これに伴い、文翔館前丁字路から市

役所方面への右折や左折ができなくなります。 
・七日町から文翔館前へ向かう北進車線は通常どおり走行可能 

です。 
・バス停「山形市役所前５番・６番」を休止し、国道 112 号沿

いのバス停「旅篭町」経由になります。 
・バス停「山形市役所前１番～４番」は通常どおりご利用でき

ます。 

   

 
【問い合わせ先】 

村山総合支庁建設部 都市計画課 課長補佐 寒河江 昌人 

電話 023-621-8195   

［報道監］総務企画部長 工藤 明子 

令和６年９月 30 日 

村 山 総 合 支 庁 

建 設 部 都 市 計 画 課 


